
Ⅰ はじめに

本研究の目的は，アートによる社会的包摂の実践事例

として，タイの「ナンロンコミュニティ（ChumChon

NangLoeng1）」におけるコミュニティ・アートの活動

プロセスとその背景を明らかにすることにある。

バンコクのラッタナコーシン島 2）に位置する「ナン

ロンコミュニティ」は，1993年1月に実施された区画

整備によって，スパミット1とスパミット2コミュニティ

に分割されたが3），現在も社会的慣習により，その地域

一帯は「ナンロンコミュニティ」と呼ばれている。本稿

において議論の対象とするコミュニティ・アート活動は，

スントーンタマターン寺院コミュニティを起点として4），

スパミット1とスパミット2コミュニティを包括しなが

ら「ナンロンコミュニティ」の再生を目指したものであ

る。また，3つのコミュニティ5）に文化資源が集約され

ていることから，これらを「ナンロンコミュニティ」と

定義する6）。

ナンロンコミュニティ（以下，ナンロンと略称）は，

ラーマ5世（在位1868-1910年）時代である1899年に

施行された都市拡張プログラムによって，バンコク初の

陸上市場が誕生した場所である7）。そして，1918年には

ナンロン映画館（SalaChaloenThani）が市場横に建

設されたことによって，バンコクにおける娯楽の中心エ

リアとなり，ラッタナコーシン島の経済を担うまでに成

長した。大衆演劇や，タイ映画界が輩出した大スターで
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れらの体系化によって導き出されるコミュニティ・リーダーの必要性について考察する。
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いったことにより，未開拓の土地に近代的な市場・商業施設が次々と建設されていく。そして，ナンロンは

バンコクの娯楽と経済の中心としての地位を失い，緩やかに衰退の一途を辿っていった。また，貧困層の流

入によりスラムを抱え，社会的排除の対象となった。

2006年，一人のアーティストがコミュニティに介入し，ナンロンが抱えるスラムの実態に関心を寄せて

いった。その後，スラムの子供を主体としたアート・プロジェクトを継続的に実施し，その行為は多くの住

民と外部者を巻き込んでいった。

また，2010年には文化資源を活用した大規模なアートイベントの開催に成功し，住民の地域アイデンティ

ティの向上に寄与するだけでなく，多くのタイ国民がナンロンにおける文化資源の社会的価値を再認識する

事となった。文化資源を活用したコミュニティ・アート活動は，多くのメディアを通して，社会的包摂手法

によって再生を目指すコミュニティとして社会に広く認知され，タイにおけるモデルケースにまで成長した。
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あるミット・チャイバンチャー（MitrChaibancha）と

いった文化資源を産み出した場所でもある。

しかしながら，市場と共にナンロンを活性化していた

映画館が1993年に閉館 8）したことに伴い，市場の取引

量が減少し，活気が衰退し始めた。そして，スントーン

タマターン寺院（WatSunthornthammatharn）が所

有地の一部を低所得者向けに開放したことにより，多く

の貧困層が流入し9），スラムを抱えるコミュニティ10）と

なった。このような経緯から，ナンロンは次第に社会的

排除の対象として認知されるようになっていった。

一方，スントーンタマターン寺院コミュニティのリー

ダーであるスワン・ウェーウプローイガームは，1990

年代前半より，スラムの子供や貧窮者に対しての生活援

助を行ってきた。その後，2006年にシラパコーン大学

芸術学部の学外活動を通して，当時大学生であったプリー

ヤチャノック・ケッツワンが訪問し，ナンロンはアート

との接点を見出す。プリーヤチャノックは頻繁にナンロ

ンに出入りし，スワンとの信頼関係を築いていく。そし

て，2007年にはサイアム商業銀行財団より助成金を獲得

し，スラムの子供を主体としたアート・プロジェクトを

実施した。小規模なプロジェクトながらも，コミュニティ

が社会との接点を得たことに希望を感じ取ったスワンは，

その後もアートの介入を積極的に受け入れるようになり，

その行為は結果的に多くの住民と外部者を巻き込み，

2010年にはアートイベント「イ・ラーン（e-loeng）」を

成功させるに至った。この光景はタイPBS（ThaiPBS）

のニュース番組内にて2日間の特集が組まれたほか，

タイラット（Thairath），バンコク・ツゥラギッド

（KrungthepTurakij）そしてネーオナー（NaewNa）

といった大手新聞社に収載され，コミュニティ再生に向

かう活動事例として社会に認知されることとなった。そ

の後も，住民と外部者の恊働によって活動は継続的に実

施されており，その行為そのものに社会的価値が生まれ，

タイのコミュニティ・アート活動のモデルケースとして

認知されるまでに成長した。この背景には，文化資源の

持つ歴史・社会的価値と立地性，そして，コミュニティ・

リーダーを筆頭とした住民と外部者の円滑な恊働が挙げ

られる。

本稿にて扱うアートによる社会的包摂とは，「社会的

に排除されてきた人々に対して，単に保護の対象とする

のではなく，その自立を促進し他の人々との相互的な関

係を形成していく（宮本,2005）」 にあたって，「コン

サートや展覧会といったアートの自律性に依拠する従来

のアートとは全く違った文脈で社会問題を解決していく

（中川,2009）」ことを指している。つまり，アートの創

造的な作用を活かし，誰もが社会の一員として包摂され，

生きがいを持って生活することのできる状態とすること

を目指したものである。ナンロンは，スラムを抱えるコ

ミュニティであることを主な理由として，外部社会との

接点を持ちにくく，さらには外部からの介入も難しい状

態にあった。よって，その状態を改善し，住民を社会の

一員として取り込む手法として，子供を主体としたアー

トによる社会的包摂アプローチが実践されている。そし

て，社会がコミュニティの抱える問題を認知し，住民と

外部者が問題解消に向かって恊働している点において，

一定の成果を挙げているといえる。

本稿における研究方法は，コミュニティ内における参

与観察と，先行研究および実践活動の検討によって構成

されている。参与観察は，2010年12月より2011年9

月の間，週1回の頻度にて実施し，2011年5月には，

スラム居住者の子供に対するワークショップを筆者自身

が実施することで，住民及びアーティストとの密接な恊

働関係を構築した。

また，ナンロンに関する研究は数名のタイ人研究者に

よって実施されている。代表的なものにタモンラサミー・

ローチャナトゥムの「ナンロンコミュニティの保存に関

する研究（2008）」，そして，スパポーン・チンダマニロッ

チャナによる「ナンロン地区 11）の発展（2010）」がある。

タモンラサミーはスパミット1およびスパミット2コミュ

ニティが保有する建造物と居住空間に対するSWOT分

析を行い，メンテナンスの必要性を説いた。また，スパ

ポーンは「ナンロン地区」全域の歴史を詳述することで，

文化資源の持つ歴史的価値を指摘した。

2008年以降，ナワラット・ウェーウプローイガーム

の「コミュニティ・アートの創造性（2008）」及び，カ

モン・パオサワットによる「バンコクの公共空間におけ

るアートの進展（2010）」といったコミュニティ・アー

トに視点を当てた論文が発表された。ナワラットはコミュ

コミュニティ・アートによる社会的包摂の実践（信藤）
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ニティ・リーダーの娘であり，2008年に彼女自身が実

施したアート・プロジェクト「アート・コミュニティ」

の内容を具体的に提示したが，事業報告に終始している。

また，当時ナワラットの卒業論文審査委員 12）を務めた

カモンは，2007年にプリーヤチャノックが実施した2

つのプロジェクトを，バンコクの公共空間におけるコミュ

ニティ・アートの活動事例として言及した。しかしなが

ら，プロジェクトが行われるに至った社会的背景に言及

していないため，事例検証とは言い難い。

その後，カモンは，映像作品「LivingMuseum［Be-

tween］13）」を発表している。本作品は，住民を語り手

に置いたドキュメンタリーであり，アートイベント「イ・

ラーン」において制作された。社会に忘れ去られたナン

ロンの文化資源に焦点を当てることにより，コミュニティ

内における地域アイデンティティの変容を提示している。

また，本稿において考察の対象としているコミュニティ・

リーダーの役割については，鶴見（1989）が，当該社会

の内部者が自分たちの人的，文化資源を有効活用するこ

とによって発展する取り組みを「内発的発展論」として

提唱し，山本（2001）は，内発的発展のために住民内で

人々を組織し，それをリードする人，すなわち，本論で

いうコミュニティ・リーダーを「自生的リーダー」と称

した。さらに，江口（2005）は，その自生的リーダーの

特性と，それを支える人たちとの関係構築のプロセスを

論じることにより，コミュニティをまとめる事の困難さ

を「協同戦略のジレンマ」として議論した。これらは，

アートによる社会的包摂の実践を，コミュニティ・リー

ダーの視点から検討する上で，応用可能な研究であると

いえる。

コミュニティ・アート活動にあたって最も重要視され

るものはプロセスであり，そのストーリー性である。し

かしながら，それを評価するに必要な情報が拡散してお

り，正当な評価が行えない状況にあることに加え，コミュ

ニティ・リーダーの必要性は今まで十分に論じられてこ

なかった。よって，第2章では，ナンロンが誕生した歴

史から，最盛期を経て衰退へと至った背景と，文化資源

の社会的価値を検証する。さらに第3章では，コミュニ

ティ・アート活動の系譜を提示し，住民と外部者の恊働

とそのプロセスを概観したのち，最終章においてアート

による社会的包摂の実践を全体的に明らかすることで，

コミュニティ・リーダーの必要性を考察する。

Ⅱ ナンロン地区の文化資源と，
最盛期から衰退まで

ラッタナコーシン王朝の初期であるラーマ1世から3

世時代（1782-1851年）にかけて，ナンロンは荒廃地で

あり，畜牛や王族が所有する象が放牧されていたことか

ら，「バッファロー・フィールド（ThungSaNamKra

Bue）」と呼ばれていた14）。ラーマ1世（在位1782-1809

年）は，ナンロンを戦争囚人であったクメール族の居住

地として開放していたことから，「囚人コミュニティ」

との別称も生まれた。彼らはクメール語で「チャ・ナン

ロン」と呼ばれる大型土瓶を製作し，後にミャンマーの

モータマ市より移住してきたモン族は，その大型土瓶を

「イ・ラーン」と呼んだ15）。また，ラーマ 4世（在位

1851-1868年）時代に2つの運河が完成したことを契機

に，多くの人々がナンロンに移住していった16）。その

頃より「ナンロン」と呼ばれるに至ったが，正確な語源

は定かではない17）。また，ラーマ5世時代に入り，ナ

ンロンはバンコクの中心部であるラッタナコーシン島エ

リアにおける娯楽と経済の中心として全盛期を迎え，

「多くの文化資源を保有する歴史的価値の高い場所（タ

モンサラミー 2008）」となった。本章では，最盛期から

衰退に至るまでの経緯を追っていくことで，その時代が

残した文化資源の持つ意味を検証していく。

1.娯楽と経済を支えた文化資源

ラーマ5世時代である1899年に，王室財産管理局によ

る都市拡張プログラムが施行され，パドゥングルンガセー

ム運河（KlongPadungkrungkasem）にあった水上市

場が陸上に移転した。それに伴い，同年3月29日，ナ

ンロン市場（TaladNangLoeng）が営業を開始した18）。

ナンロン市場はバンコクにおける初めての陸上市場であ

り，膨大な取引量を誇るマーケット 19）であったことか

ら，商品購入時には待ち行列ができるほど混雑しており，

毎日早朝5時まで営業 20）していたという。
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また，ナンロン市場付近には，木造映画館であるナン

ロン映画館が建設され，ラーマ 6世時代（在位 1910-

1925年）である1918年に上映を開始した。ラーマ7世

（在位1925-1935年）時代に所有者が王室財産管理局に

映画館を売却し，ラッタナコーシン王朝の150周年記念

である1932年には，「ナンロン映画館」から「サラ・チャ

ローン・タニ（SalaChaloemTani）」へと名称を変更

した。その後，ビデオテープの流通と近代的映画館の建

設ラッシュにより，1993年，王室財産管理局が上演終

了を決定し，1994年1月14日に法令により閉館した21）。

毎日2回の上映にあわせてナンロン市場が非常に盛況し

ていた22）ことから，市場の取引量は映画館の動員と大

きく関係していたと言える。このように，サラ・チャロー

ン・タニはナンロン市場を中心とした経済循環に貢献し

たが，上映終了決定後は，市場の取引量と収益が大幅に

減少 23）した。現在，サラ・チャローン・タニは問屋倉

庫として扱われているが，近年，王室財産管理局は倒壊

の危険性を示しており，解体の是非を巡って住民と対立

を続けている24）。

2.多くの文化資源による社会的知名度の獲得

1920年前半，スントーンタマターン寺院 25）の近くに，

ラコーン路地（TrokLaKorn）が生まれた。そこには，

ピーパート 26）（Piphat）の演奏家や，コーン 27）（Khon），

ラコーン・チャトリー 28）（LakornChatree），リケー 29）

（LiKay），ナン・タルン 30）（NangTaLung）を上演

する演劇家たちの住居があり，ラーマ3世時代より伝承

されている演劇を上演する，プーン・ルアンノン率いる

大規模な舞踊団が中心となって生活していた31）。当時，

ナンロンでは大衆演劇の知名度が高く，サラ・チャロー

ン・タニ前の小広場で行われる公演には多くの人が訪れ

た。なかでも，プーンの舞踊団によるリケーの上演は，

口コミによって広く知れ渡っていたという32）。1982年，

ラコーン路地は火災に見舞われ，多くの舞台道具が焼損

したことによって，多くが休演となる。しかしながら，

プーンの弟子達が家屋を再建し，道具を修繕したのち，

一部の上演を再開した。現在，コーンやナン・タルン，

リケーはナンロンから消滅してしまったが，その他はプー

ンの弟子達によって継承されている。また，ラコーン路

地には伝統工芸家も多く住んでおり，宗教儀式に使用す

る精巧な工芸品を制作していた。さらに，ラン・ルアン

通りに面したナラシンの家 33）（BaanNarasil）では，

演劇家の衣装と映画の制作を行っていた34）。また，演

劇指導を行うクロンヤオ学校（RongReanKlongYao）

においては，映画界の黄金期を支えた大スターである

ミット・チャイバンチャーを筆頭とする数多くの映画俳

優が演技の習得を目指していた35）。

ミット・チャイバンチャー（1934-1970年）は，幼少

の頃に両親が離婚したため，ペッブリー県のタヤン寺院

（WatThaYang）にて里子として育てられた。その後，

8歳になったミットを引き取った母親は，ナンロンに移

住し36），揚げバナナ屋 37）の売り子として生計を立てなが

らミットの少年時代を支えた。その後，ミットは1956年

に映画出演のスカウトを受けたことをきっかけとして38），

1970年までの間，266作品に出演した。

1970年の 10月，映画「インシー・トーン（Insee

Thong）」の撮影中，ヘリコプターの縄梯子に掴まって

逃亡するシーンにおいて，リアルさを演出するため，人

形ではなくミット自身が縄梯子につかまった。そして，

機体が上昇し旋回をはじめた際，掴んでいた竹製の把手

から手を滑らせてしまい，そのまま空中に投げ出されて

墜落死した39）。その後，ミットの遺体はスントーンタ

マターン寺院に3か月間安置され，その間に多くの弔問

者が訪れた。そして，広大な敷地を持つ王室寺院である

テープシリンタラーワート寺院（WatThepsirintrawat）

にて火葬された40）。葬儀後も多くのファンが彼の回忌

に訪れたものの，大スターを失ったタイ映画界は長い停

滞期を迎えた。現在，スントーンタマターン寺院は，ミッ

トが安置されていた場所として社会的知名度が高い41）。

また，その他の文化資源として，ナンロン神社 42），

アヘン小屋 43），そして，売春宿の密集地であったサパー

ン・ヤオ路地 44）（TrokSaPanYao）を付加すること

ができる。住民の一人は「ナンロンが有名だったのは売

春宿が大盛況していたからだ45）。」という。娯楽の中心

地として，また，ラッタナコーシン島における経済の中

心として，多角的な視点により賑わいを見せていたこと

を伺い知ることができる。

3.衰退の経緯

前述したように，多くの文化資源に恵まれたコミュニ

ティではあるが，経済恐慌の中での特権的王族に対する

コミュニティ・アートによる社会的包摂の実践（信藤）

29

写真1 サラ・チャローン・タニと小広場

筆者撮影



国民の不満をきっかけとして起こった人民党による立憲

革命（1932年）において，絶対王政から立憲君主制へ

と移行したことで，王族のもつ土地が次々と政府の公的

施設として生まれ変わったことを発端として，経済循環

が変化 46）していった。そして，第二次大戦後の1946年

以降，緩やかに衰退の一途を辿っていく。ナンロンは，

水陸両路の交通網が発達したことによりバンコクの経済

を担う存在となったが，1957年より水路の交通網が大

幅に減少し，陸路が東西に大きく広がりをみせたことで，

未開拓の土地に近代的な市場・商業施設が次々と建設さ

れ，ナンロンはバンコクの娯楽と経済の中心としての地

位を失うことになる。また，1970年にはサパーン・ヤ

オ路地が火災によって全焼し，土地の所有者であるスン

トーンタマターン寺院は，跡地に貧困層を対象とした住

居を建設したことによって，次第に人口過密地域を作り

出していった。居住者の殆どは家賃の支払いを20年以

上前から滞納していることから，スラム 47）と呼ばれる

ようになった。そして，1993年にはサラ・チャローン・

タニが閉鎖されたことにより，ナンロンは経済基盤を失っ

た48）。

Ⅲ ナンロンにおけるコミュニティ・
アート活動の系譜

スントーンタマターン寺院コミュニティのコミュニティ・

リーダー49）であるスワンは，1990年代前半から自宅を

子供の憩いの場として開放し，食事の世話や，道徳教育

を行ってきた。また，その他にも多くの支援活動を行い，

コミュニティ・リーダーとしての頭角を表していった。

2006年12月，シラパコーン大学の学生であったプリー

ヤチャノックがナンロンを訪問し，スワンと出会ったこ

とをきっかけとして，コミュニティ・アート活動が始まっ

た。そして，そこからアートによって外部社会との接点

を見出したナンロンが辿ってきた6年間の活動とその成

果を追ってみていきたい。（表1）

1.アーティストの介入と，2つのアート・プロ

ジェクトの成功

2006年12月，シラパコーン大学の講義 50）における

課題「コミュニティにおけるアートの実践」をきっかけ

として，アーティストの介入が始まった。当時，講義を

受講していたプリーヤチャノックは，大学への登下校時

に横切るナンロンを活動場所として選択し，映像フィー

ルドワークによるコミュニティの調査を始めた。彼女は，

住民と打ち解けるために積極的にコミュニケーションを

図ろうとするが，誰一人として興味を示す者はおらず，

彼女は助言を求めにナンロン警察署を訪れた。そして，

署内に設置されているファミリーネットワーク財団の職

員に活動の趣旨を告げたところ，スワンを紹介され，活

動内容を説明した。説明を聞き終えたスワンは「課題の

ためだけの活動ならばサポートはしない。長く関わって

いく覚悟があるならば相談に乗る。」と返答したところ，

彼女は「ここがアーティストとして成長することのでき

る場所だ」と感じ，即座に活動のサポートを懇願した。

その後，彼女は，週に2回，ナンロンに足を運び，コミュ

ニティが抱える問題の理解に努めていった。そして，そ

の過程を通して，子供の考え方が内向的であるだけでな

く，社会に対して無知であることに気づき，彼らの視点

を外に向けさせたいと考えた51）。その実践として，2007

年8月，ナンロンにおける最初のアート・プロジェクト

「OneBook,OneStory」が始まった。

本プロジェクトは，家庭内における母親との日常会話

に焦点を当て，子供が感じた愛情を絵に表現し，1人1

冊の絵本を制作していくというものであった。週1回，

5ヶ月間に渡る作業により，彼女はスラムの居住環境を

理解すると同時に，家族間の希薄な関係が改善されてい

く様子を肌で感じ取っていった。また，この作業によっ

て，彼女が目的としていた家族間におけるコミュニケー

ションの誘発に成功した。さらに，2008年1月には，

学生の学外活動を支援しているアピチャイ・ピロムラッ

ク准教授の助言により，コミュニティの住民を対象とし

た展覧会「アートとコミュニティ」をスントーンタマター

ン寺院にて実施し，参加した子供50人分の絵本を展示

した。プリーヤチャノックは，「子供が抱える問題の原

因が家庭内における親の言動であることに気づいたが，

その言動自体を変えることは難しいと感じた。そこで，

子供に対して良悪を理解させていくことによって，家庭

環境全体の改善を目指した。最終的には，親が子供の持

つ能力を知ることに繋がり，アートによる活動を積極的

に支援してくれるようになった52）。」と述べている。ま

た，この事業を支援したサイアム商業銀行財団 53）は，

「プリーヤチャノックは，彼女自身の知識を社会に活か

し，アートによって子供と大人を繋げることに成功した。

これからも子供に公共の精神を伝えていって欲しい。」

と語っている54）。

最初の展覧会から2ヶ月後の2008年3月，プリーヤ

チャノックは，子供に夢のある職業観を持たせたいと考

え，同級生と5人で「ASceneinMyMemory」を実

施した。子供は，職業理解のために制作されたビデオを

鑑賞し，職に対する夢を語り合った後，各々が就きたい

職業の制服をモチーフとした紙人形を制作していった。

当初は将来の職業として，タクシードライバーやバイク

の運転手，焼きバナナの売り子 55），家政婦といったも

のを挙げていたが，紙人形が完成する頃には，警察官・

兵隊・ナース・ジャーナリストなどといった職業を夢と
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表1 ナンロンにおけるコミュニティ・アート活動（2006年12月－2011年8月）

現地調査をもとに筆者作成



して掲げ，将来の選択肢に広がりをみせた。紙人形は同

月，私営美術館「ミュージアム・ハウス」に展示され，

多くの親に子供が制作した作品の社会的価値を印象づけ

ることとなった56）。また，コミュニティ外部からの鑑

賞者が多く，展覧会が社会との接点として機能した。

「この活動により，子供の自尊心が向上し，人前での自

信をつけた57）。」とプリーヤチャノックは述べている。

2.コミュニティ・リーダーの娘の参加と更なる

外部者の介入

スワンの娘であるナワラットは，プリーヤチャノック

らの活動に強い興味を抱き，彼女自身もプロジェクトの

実施を思い立つ58）。そして，2008年2月に大学の同級

生4人とアート・プロジェクト「アート・コミュニティ」

を企画し，サイアム商業銀行「SCBチャレンジ」によ

るコミュニティ・プロジェクト・コンテストの大学生部

門において優勝したことにより，運営資金を獲得した59）。

彼女らが企画したプロジェクトはスラム居住者が抱える

問題 60）を，アートによって解消し，家族間，住民間，

そして社会との間にある隔たりをなくすことを目的とし，

外部に開かれた健全なコミュニティの創造を目指すとい

うものであった61）。2008年の10月から12月にかけて，

週に2回，スントーンタマターン寺院の敷地内にて，コ

ミュニティ・マップの制作が行われた。その過程におい

て，子供と共にナンロンの歴史を理解し，地域アイデン

ティティの醸成を目指した。マップ制作を通して，スラ

ムの世帯数を把握することも目的の1つであった。また，

家庭内においては，家族全員で写真撮影とTシャツの

制作を行い，完成したものを自宅前に掲げることにより，

住民や外部者が居住者の顔を把握できるオープンな環境

を創出した62）。これらの作業を通して，家族間における

コミュニケーションが誘発され，一体感をもたらし，子

供を主体としながらも，大人を巻き込むことに成功した。

このように，ナンロンで生まれ育ったナワラットが活

動を実施したことにより，コミュニティ主体の内発的な

活動として住民が認知し始めた。そして，2009年3月，

ナワラットは，卒業論文として「アート・コミュニティ」

の活動記録を提出し，その内容は論文審査委員の一人で

あったカモンの興味を引いた。その後，彼は度重なる視

察を行い，何らかのアクションを起こしたいと考えるよ

うになる63）。その翌年，ナンロンを舞台とした映像作品

「LivingMuseum［Between］」を発表し，論文「バン

コクの公共空間におけるアートの進展（2010）」におい

ては，コミュニティ・アートの活動事例としてナンロン

に言及した。

3.「芸術の家」と図書館の設置

コミュニティ・リーダーであるスワンは，今までの活

動による子供の成長に手応えを感じ，更なる教育環境の

充実を模索し始める。そして，図書館の設置をポムプラー

ブサットルーパーイ区役所に依頼し，2008年10月に20㎡

のプレハブ図書館をスントーンタマターン寺院の敷地内

に建設した。子供を中心とした住民の憩いの場として，

読書，会話，休憩などの用途で使用が可能となっている。

また，2台のパソコン，テレビ，エアコンに加え，約300

冊の書籍が寄贈されており，子供が集う場としてだけで

はなく，読書習慣による良質な人格形成を目的としてい

る64）という。

そして，2009年8月には，アート活動を継続的に実

施していくためのスペースが必要であると考え，「芸術

の家（BaanSilpa）」の設立を思い立つ。スワンは空き

家の主と交渉し，無償で5年間の使用許可を得た65）。

その後，4ヶ月間の改装期間を経て，2009年 12月に

「芸術の家」をオープンさせた。現在は，子供の憩いの

場としてだけでなく，アート・ワークショップの実施に

利用されている。
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写真2 紙人形の展示風景

提供 プリーヤチャノック・ケッツワン

写真3 制作されたコミュニティ・マップの例

提供 ナワラット・ウェーウプローイガーム



スワンは「芸術の家」の存在意義について「『芸術の

家』の存在の正否に関わらず，常にアートと触れ合うこ

とが出来る場所の存在は，子供の人格形成にとって大変

好ましい。アートは美しく，物事を滑らかにする。そし

て，スムーズに問題解決を図るツールとしても機能する。

また，『芸術の家』が扱うアートが美しいか否かは問題

ではなく，アートであることに意義がある。もちろん全

ての住民がアートを理解する訳ではなく，それを好まな

い住民もいる。しかし，それは美的感覚の違いなのであっ

て，大きな問題ではない。」と語っている。また，子供

に絵を描かせてみると，容姿からは想像もつかないよう

な美しいものを表現する場合があるという。アートは子

供の持つ視点や抱えている問題，夢といった内面的なも

のを素直に表現するツールとして機能し，それを通して

子供たちの抱える問題を把握することができるのだとい

う。そして，子供が絵を描いている際に，他の友人の作

品を模写することが頻繁にあることについても言及し，

「直感的に良いと感じる作品を模写する行為は，彼らが

理想とする目標に向かって切磋琢磨し，成長していく過

程と似ており，子供にとっての重要なプロセスである66）。」

とスワンは言う。このように，スワンがコミュニティの

将来を案じ，奮起していく過程を通して，多くの住民が

彼女の姿勢に共感していった。

4.アートイベント「イ・ラーン」の成功

ミット・チャイバンチャーが死去した40年後の命日

である2010年10月9日，アートイベント「イ・ラーン」

が，サラ・チャローン・タニ前の小広場において開催さ

れた。ナワラットを中心とした「アート・コミュニティ」

のメンバーが，以前より実地調査を続けていたカモンの

アドバイスをもとに企画し，カモン，ナワラット，プリー

ヤチャノック，そして「アート・コミュニティ」のメン

バー3名の計6名 67）が短編映画を2ヶ月の制作期間を

経て完成させた。

制作費用をタイ強化戦略計画（ThaiKhem Kaeng）

が負担し，当日のイベントをタイ保健振興財団 68）が支

援した。住民の地域アイデンティティ再生を目指し，サ

ラ・チャローン・タニやミット・チャイバンチャーといっ

たコミュニティにおける文化資源の象徴をイベントの主

役とした。

当日は，過去に使用されていた映写機をサラ・チャロー

ン・タニの中で使用し，最盛期を再現する運びであった

が，開始直前に所有者である王室財務管理局が，安全上

の問題を理由に屋内における映写機使用の中止を要請し

てきたことから，屋外での映写となった。当日は雨が降っ

ていたことから，住民や協力者は中断の不安を持ってい

たが，映写開始直前に雨が止み，イベントは予定通り実

施された69）。タイムスケジュールは以下の通りである。

（表2）
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写真4 ミット・チャイバンチャーなどの文化資源

を全面に出したフライヤー

提供 ナワラット・ウェーウプローイガーム

表2「イ・ラーン」タイムテーブル

タイ保健振興財団の資料をもとに筆者作成

写真5 イベントでの映画上映

提供 ナワラット・ウェーウプローイガーム



映画上映以外では，最盛期のナンロンと深く関わりの

ある写真を展示したことにより，昔の美しい姿を懐かし

み，感慨に耽る参加者の姿が随所に見られた70）。また，

イベント前日にタイPBS社によって28分に渡るインタ

ビューが全国放送されたことに加え，当日の模様を多く

のメディアが取り扱ったことから，全国からの注目を浴

びる事となった。ナワラットは「参加者と，昔のナンロ

ンを共有する雰囲気を醸成することができ，いまの現状

と将来を考えるきっかけとなった。また，知らない者同

士のコミュニケーションが生まれただけでなく，ナンロ

ンに興味を持った外部者からの支援を得る機会を創出す

ることができた。」と事業を高く評価している。問題点

としては，開始直前に起こった，サラ・チャローン・タ

ニを巡る王室財務管理局との対立と，企画段階における

住民の協力の少なさを挙げている71）。さらに，本イベン

トにおいて映像作品を制作したカモンは，「住民間の結

束を強めただけでなく，多くの世代がナンロンの価値を

体感し，理解することによって，地域アイデンティティ

が向上したと感じる。少なくとも，企画側はそれを求め

ていた。また，主要メディアが大々的に取り上げたこと

により，タイにおけるコミュニティ・アートのモデルケー

スとなり，タイにおいて多くの地域振興イベントが誕生

するきっかけとなった72）。」と述べていることからも，

反響の高さが伺える。

5.社会に認知された後のイベント「とても小さい子供

の遊歩道」の開催

ナワラットは，「イ・ラーン」事業後の約3ヶ月後で

ある2011年2月19日，タイ保健振興財団の支援を得て，

「とても小さい子供の遊歩道（ThaNonDekDernMun

LekMak）」を開催した。このイベントは「イ・ラーン」

の終了後，タイ保健振興財団がナワラットに話を持ちか

けた事から実現し，多くのボランティアの支援を受けた

ものであった。2009年12月にバンコク・ユース主催に

よる「子供の遊歩道」がスントーンタマターン寺院内に
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写真6 イベントに集まった多くの観客

提供 ナワラット・ウェーウプローイガーム

図3「とても小さい子供の遊歩道」概観

タイ保健振興財団の資料をもとに筆者作成



おいて開催されたことから，今回が2度目の実施となる。

実施規模が前回に比べ拡大したことから，タイ保健振興

財団の期待の高さとコミュニティ・アートへの理解を伺

い知ることができる。

タイムテーブル（表3）から見て取れるように，大衆

舞踊，映画，音楽といったナンロンが保有する文化資源

との関係性が高いものを，住民が主体となって表現した。

子供は表現活動を行い，大人は運営をサポートするといっ

た役割分担が出来ていただけでなく，コミュニティにとっ

て意義のあるイベントを開催しているという共通認識に

より，住民の地域アイデンティティの結束を社会に対し

て表現することに成功したと言える。

本事業に関してナワラットは，「今まで，アートを通

してナンロンの持つ問題を解決しようと活動に取り組ん

できたが，今回のイベントでは，住民は既にその価値に

気づいているように感じた。また，こういった活動に興

味を持っていなかった住民も多く参加し，コミュニティ

が一体となって事業を成功に導いた73）。」と述べており，

他のコミュニティにはない住民間の強い結束に手応えを

感じたタイ保健振興財団は，今後も年3回の事業実施を

予定しているという74）。また，多くのメディアが取材

にかけつけたことに関してスワンは「メディアが活動を

大きく取り上げることで，バンコクの中心部が未だに深

刻な社会問題を抱えているということを多くの人に理解

してもらえると思う。外部との接点が持てるのはコミュ

ニティにとって好ましく，都市部における子供・麻薬・

性犯罪・スラムなどの問題は社会にとっての重要課題で

あり，メディアの存在意義は大きい75）。」と述べ，メディ

アが社会との接点として機能している状態を好印象とし

た。
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表3「とても小さい子供の遊歩道」タイムテーブル

タイ保健振興財団の資料をもとに筆者作成

写真7「とても小さい子供の遊歩道」の光景

提供 タイ健康振興財団



Ⅳ 考察

文化資源を活用した社会的価値の創成プロセスの提示

と，社会的包摂を目指したコミュニティ・アート活動の

体系化により，住民と外部者が一体となって恊働してい

る様子を明らかにした。また，多くの支援による継続的

な活動により，外部に開かれたコミュニティとして，タ

イにおける代表的な事例となった。ナンロンにおけるス

ラムは，社会的排除の対象であり，住民が外部との接点

を得る事が難しい状態にあったが，活動を通した住民の

理解により，住民間の結束が高まり，コミュニティ全体

の文化的生活の質が向上していくと同時に，スラムその

ものが外部に広く開放されていった。しかしながら，ス

ラム居住者の経済，社会的生活は依然として変化してお

らず，個人単位での社会参画は未だ不可能な状況である

ことから，本質的な社会的包摂アプローチとは言い難い。

ただし，ナンロンの活動は，住民のコミュニティに対す

る自信とプライドを醸成する手段として緩やかに機能し

ていることに加え，次世代である子供を主体としたもの

であり，長期的展望を持つ必要がある点を理解しなけれ

ばならない。とはいえ，社会的包摂に向けた外部者との

恊働は進展的であり，文化資源を活用した手法は，既に

タイ社会に強い影響を与えていることから，ナンロンに

対する社会的関心の高さを伺い知ることができる。これ

らを踏まえて，アートによる社会的包摂の実践が円滑に

進展している要因を考察していきたい。

第一に，文化資源のもつ価値と立地性を挙げる。ナン

ロンは，大衆演劇や映画俳優の誕生により，芸術・文化

的側面において有名であったことが，文化資源を活かし

たコミュニティ・アート活動を可能とし，社会的包摂を

進展させ，コミュニティの持つ価値を社会が認め始めた

要因の一つであると考えられる。現在，バンコク都の文

化観光スポーツ部は，ラッタナコーシン島における自転

車を用いた観光振興プロジェクトに，ナンロンを含める

ことを決定した。そして，観光ガイドの養成と，貸し自

転車の設置を，スントーンタマターン寺院コミュニティ

を含めた周辺一帯のコミュニティ・リーダーに要請して

いる76）。よって，行政側が観光資源としての文化的価値

を認め出したといえる。また，ナンロンにおける土地の

所有権は，王室財産管理局と宗教局にあるため77），バ

ンコクの中心部に位置しながらも，開発業者の標的とな

る可能性がない。それ故に，安全かつ魅力的な文化的発

展が期待できる。

第二にメディアの存在である。大手新聞社やテレビが

活動を取り上げることにより，知名度の向上に成功し，

最盛期を知る者だけでなく，それを体感したことのない

世代の関心を呼ぶことにも成功した。また，都心にあり

ながらも多くの問題を抱え，社会的排除の対象となって

いたコミュニティを再生することの意義を社会が認識す

ることとなった。さらに，社会的包摂手法として，コミュ

ニティ・アートの存在が広く認知された。ただし，今後

も外部との接点としての役割を担うメディアを協力者と

するには，より魅力的な手法による活動の実施が求めら

れるといえる。

第三に，コミュニティにおけるアートの日常性を挙げ

る。一般社会において，大衆演劇，映画館といったもの

は，アート性を持ち合わせているだけでなく，非日常と

して捉えられている側面がある。しかしながら，その全

てがナンロンの住民にとっての日常生活の一部であり，

生計を立てるための手段でもあったことから，ナンロン

自体が非日常的空間として社会的に成立していたとも言

える。よって，アートを手段とする行為そのものが住民

の日常生活に密着したものであったことが活動の成功要

因であると考える。つまり，彼らの日常の中にアート性

を呼び戻す行為として，「イ・ラーン」以前のプロジェ

クトがあったならば，「イ・ラーン」がその転換点とし

て機能し，住民の地域アイデンティティを復活させた。

そして，「とても小さい子供の遊歩道」においては，社

会的意義だけでなく，日常性を持ち合わせたものとして

住民は捉えていたのではないのだろうか。ナンロンにお

いては，一般的なアート・プロジェクトのように多くの

環境整備をしなくとも，すでに長い年月をかけた整備が

なされており，それが現在の文化資源である。よって，

手段として用いるアートの質よりも，プロセスに重きが

置かれていることがわかる。

ここで特筆すべきは，コミュニティ・リーダーの奮闘

によって，上記3点を主とした進展要因が創出され，社

会との接点を持ち出したということである。住民から強

い信頼を得ているスワンは，アートの効力を理解し，そ

れをコミュニティ再生の鍵であると位置づけている。献
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身的に外部者と恊働し，活動を繰り広げていくことによ

り，アートイベントを成功させ，多くの住民から信頼を

得ることとなった。彼女の理解と献身的な姿勢がなけれ

ば，1つのコミュニティを動かすほどの成功を収めるこ

とはできなかったであろう。また，ナンロンに住む古い

世代は，郷土愛と住民同士の結束が強いことから78），

アートイベント「イ・ラーン」が社会的に成功した後に

は，コミュニティ再生という大きな目標に向かって更な

る結束を強めていった。そして，「とても小さい子供の

遊歩道」においては，ほぼ全ての住民がイベントに参加・

協力したことにより，地域アイデンティティの強い結束

を確認することができた。また，スワンは，プリーヤチャ

ノックを始めとした外部者を快く受け入れ，誰もがナン

ロンにおいて活動することの出来る開放的な環境を作り

上げていくことにより，「ナンロンのスラムはバンコク

において最も社会に開かれた場所となった79）。」と言う。

その言葉からも，活動の成果が目に見える形となってい

る様子が伺える。また，彼女は「私は型にはまった人間

ではないので，誰でも，どんなスタイルでも受け入れる

し，それが大事だと思うのです 80）。」と述べている。現

在，コミュニティが社会から注目を浴びていることによ

り，外部との作業が増加し，それがスワンにとっての大

きな負担となっているというが，「私がやらなければ誰

がこの仕事を引き受けるのですか81）。」と彼女は述べる

のである。多くの課題が残されているが，このように力

強いコミュニティ・リーダーの存在は，ナンロンを進展

的な再生へと導いていくといえる。

また，コミュニティ・リーダーの必要性を裏付ける事

例として，2010年10月にタドゥ・コンテンポラリーアー

トのディレクターであるアピサック・ソンチョット氏が

発起人となって開始した事業「路地を散歩しよう―ポム

プラップとプラナコーンの伝説の想起（TrehTrok

Lad RuaBann― Fuen Tamnan Pom PrapPhra

Nakhon）82）」を挙げる。本事業は，伝統芸術，固有文

化，そしてコンテンポラリーアートを手段として，スン

トーンタマターン寺院コミュニティを含めた，ナンロン

に隣接する6つのコミュニティの活性化を目指したもの

である。特に，住民の地域アイデンティティと結束心の

向上，そしてコミュニティ間のネットワークの構築を目

的としている。本プロジェクトが着目する点はナンロン

と同じくスラムを抱えるコミュニティの存在であり，そ

れらの包摂であるが，ナンロンのようにコミュニティ・

リーダーに住民を一体化させるだけの影響力はなく，外

部者を魅了するほどの高い文化資源も有していない。そ

れに加えて，企画先行型プロジェクトであることから，

社会的反響を意識したイベントを主に実施しており，生

活に密着しながら，住民1人1人を包摂し，社会参画を

目指す体制を整えようとする姿勢を感じとる事が困難で

ある。それは，住民との恊働ではなく，コミュニティ外

部からのボランティアスタッフによって運営がなされて

いる事からも，住民の真意を十分に理解していない一過

性のプロジェクトであることがわかる。よって，住民と

の恊働体制の構築が今後の重要課題であるといえる。こ

のように，ナンロンの実践事例によって，ラッタナコー

シン島に属する小規模コミュニティの持つ文化的価値が

社会に鮮明となり，それに魅了された外部者によって新

たな活動が産み出されている。また，社会包摂性を持っ

たコミュニティ・アート活動に対する支援体制の向上に

より，今後も多くの事業がタイ国内において実施される

事が予想される。しかしながら，実施対象地に対する深

い理解と愛情，そして住民からの強い信頼がなければ，

継続的な活動実施は難しい。そういった意味では，コミュ

ニティ・リーダーの存在は大きい。

文化資源を活用したコミュニティ・アートによる社会

的包摂手法による取り組みは，短期間による社会的評価

の向上と知名度の獲得に貢献した。また，住民の地域ア

イデンティティの結束だけでなく，スラムと外部社会に

結びつきを持たせることを可能とした。社会にとってス

ラムが保有する問題は解消すべき都市問題の一つであり，

ナンロンにおける活動が，コミュニティ再生に有効な策

であると社会が認知し始めた。また，コミュニティ自体

が内発的にスラム居住者を包摂し，外部社会がそのコミュ

ニティ全体を社会に向けて包摂するといった構図ができ

あがった。そして，そのプロセスとして，文化資源の価

値を多くの住民と外部者が共有し，文化的生活の更なる

向上を目指す体制は整ったと言える。しかし，スラム居

住者を中心とした住民の基本的生活を改善へと導くこと

もコミュニティ・アートに求められる役割であり，それ

を踏まえた上での更なる継続的活動が次のステップに向

かうプロセスとして求められる。

次のステップに向かう例として，現在，スワンとプリー

ヤチャノックは，アーティスト・イン・レジデンス・プ

ログラムを実施するための助成金をアジア欧州財団に申

請中である。本プログラムは，アジア各国より若手アー

ティストを招聘し，ナンロンの資源を用いた作品制作を

行うことによって，コミュニティに新しい価値をもたら

そうとする試みである。本プログラムが施行されること

となれば，コミュニティがより一層，外部社会との接点

を持つ事になるであろう。しかし，現代的なアイデアを

再生手法として取り入れることによって，本来あるべき

コミュニティの姿を破壊してしまう危険性もある。よっ

て，コミュニティ・リーダーやその理解者が状況をつぶ

さに見極めていかなければならない。また，プリーヤチャ

ノックは「助成を得ることができれば，タイにおけるコ

ミュニティ・アートの歴史は変わると思う。しかし，タ

イにおいてレジデンス事業の実施に伴う社会的意義は低

コミュニティ・アートによる社会的包摂の実践（信藤）
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く捉えられており，助成をスムーズに得る事は困難であ

ると考える。ただし，実施を目指して挑戦していく価値

は大いにある83）。」と述べている。

様々なアクションが起こされようとしているが，アー

トを手段とした社会的包摂手法を通して，スラム居住者

を主体としたコミュニティ再生を目指していくには，住

民が一体となって更なる恊働体制を内発的に構築してい

くことが必要であり，それを外部者がサポートとしてい

くことが理想とされる。それには，継続的かつ柔軟なリー

ダーシップが必要不可欠であるといえる。

注
1.「NangLerng」という表記も見受けられるが，先行研究論文に

おいては「NangLoeng」にて統一されているため，本論文もそ

の表記に従う。

2.クームアンドゥーム運河とその外側に掘削されたロープムアン

運河，およびチャオプラヤー川によって取り囲まれた王都を，ラッ

タナコシーン島と呼ぶ。（柿崎一郎,2009,「バンコク」,「タイ事

典（初版）」日本タイ学会編,めこん pp,324.）

3.Thamonrasmi,2008,pp.105.

4.スントーンタマターン寺院コミュニティ内に「ナンロンコミュ

ニティ」という名称がついた施設があることに加え，コミュニティ・

アート活動における活動趣旨は「ナンロンコミュニティ」の再生

である。これらはメディアを含めて，社会通念として扱われてい

ることから，3コミュニティを「ナンロンコミュニティ」と呼ぶ

ことに問題はないと思われる。

5.3コミュニティの合計人口は2,483人，面積は10300平方メー

トルである（ポムプラップサットルパイ区役所による統計資料,

2011）しかしながら，区役所の資料よりも明らかに多い世帯数が

住んでいることが実地調査によって確認されていることから

（Thamonrasmi,2008,pp.106.），実際の人口は統計上の数値よ

りも多いと言える。

6.バンコクのポムプラップサットルパイ区に属する15のコミュ

ニティのうち，スパミット1，スパミット2，スントーンタマター

ン寺院，ソマナス寺院の4コミュニティは「ナンロン地区（Yan

NangLoeng）」と呼ばれ，ラーマ4世時代の運河建設時に名付

けられた（Kritaporn2003）。しかし，ソマナス寺院コミュニティ

は，本論文で議論の対象とするナンロンにおけるコミュニティ・

アート活動の対象外であることから，本論文において「ナンロン

地区」という表現はしない。

7.都市拡張プログラムにおいて，当時主流であった水上市場が陸

上へと移転した。（Kritaporn,2003,pp.21.）

8.Thamonrasmi,2008,pp.21-22.

9.Nawarat,2008,pp.27.

10.マヒドン大学のM.R.W.アキン・ラピーパット博士はリサーチ

プロジェクト「都市部におけるスラムコミュニティの開発―ナン

ロンを事例として―」（2001）において，ナンロンはスラムコミュ

ニティであると定義づけている。また，ナンロンの住民は「昔，

サラ・チャローン・タニ周辺は危険な場所ではなく，本当に平和

であった。住民同士の助け合いに優れていた。」（Kamol,2010a

9:23-1:32）と述べていることから，現在の治安が最盛期に比べて

悪化している様子がわかる。

11.「ナンロン地区」は呼称であり，面積も定かではなく，定義づ

けも曖昧である。しかしながら，スパミット1，スパミット2，

スントーンタマターン寺院，ソマナス寺院で構成される4コミュ

ニティが『ナンロン地区』に当たる（Kritaporn2003）と先行研

究により定義づけられていることに加え，「ナンロン警察署」が

ソマナス寺院コミュニティ内にあることから，ナンロンという名

称が少なくとも4コミュニティを対象としていたものであること

が分かる。また，ナンロン地区の面積は29210平方メートルであ

る。（Kritaporn,2003,pp.2.）

12.チュラロンコン大学芸術学部における卒業論文審査委員は指導

教官を含めた6人で構成される。

13.KamolPhaosavasdi,・LivingMuseum［Between］・,28:00mins,

2010.

14.Supaporn,2010,pp.99.

15.Thamonrasmi,2008,pp.19.

16.Tiamsoon,2000,pp.16.

17.クメール語もしくはモン語による大型土瓶の呼称を語源とする

説がある。（Nawarat,2008,pp.17-18.）

18.Thanasuk,2008,pp.10.

19.Thamonrasmi,2008,pp.20.

20.Kamol,2010a3:41-4:08

21.Thamonrasmi,2008,pp.21-22.

22.Kamol,2010a1:43-1:50

23.Thamonrasmi,2008,pp.20.

24.ポムプラップサットルパイ区役所職員スパワディ・チャニントー

ンピタック氏へのインタビュー（2011年7月29日）

25.ラーマ2世時代にナンロンで初めて造られた寺院であり，ミッ

ト・チャイバンチャーの遺体が安置されていたことによる社会的

認知度が高い。

26.鐘，太鼓，笛といったメロディー打楽器を用いる｡コーン，ナ

ン・タルン，リケーといった劇に加え，祝典，葬儀の時などに演

奏される。

27.アユタヤ朝における古い武術を起源とする伝統的な仮面舞踊劇

であり，宮廷舞踊の1つである。（松村洋,2009,「コーン」,「タ

イ事典（初版）」日本タイ学会編,めこん pp,142.）

28.タイ南部を発祥とした大衆演劇であり，3種類あるラコーン

（ラコーン・チャトリー，ラコーン・ノイ，ラコーン・ノークが

ある）の中では一番古い部類である。

29.イスラムの儀式である「ディケー」を発展させたものと言われ，

インドやマレーをはじめとした多様な文化要素が混在している大

衆演劇である。下世話な笑いを盛り込んだ庶民的な芝居は，舞台

のみならずラジオにおいても人気を集めた。（松村洋,2009,「リ

ケー」,「タイ事典（初版）」日本タイ学会編,めこん pp,412.）

30.タイ南部の影絵芝居であり，ジャワ伝来と言われている。ラー

マ3世時代（在位1824-1851）にパッタルン県の一座がバンコク

において上演をしたことによってナン・タルンと呼ばれるように

なった説が有力である。（野津幸治,2009,「影絵芝居」,「タイ事

典（初版）」日本タイ学会編,めこん pp,90-91.）

31.Sanga,1977,pp.99

32.Supaporn,2010,pp.106.

33.http://www.thairath.co.th/column/edu/worldtour/126689

（2011年7月21日最終アクセス）

34.Supaporn,2010,pp.106.

35.Kamol,2010a7:57-8:10

36.http://entertain.teenee.com/thaistar/60449.html（2011年8月

3日最終アクセス）

37.ナンロンにおけるミットの象徴の1つであり，ラン・ルアン通

りに面したラコーン路地エリアに店を構えている。

38.Kamol,2010a5:32-5:34

39.阪口秀貴,2009,「ミット・チャイバンチャー」,「タイ事典（初

版）」日本タイ学会編,めこん pp,372.

40.Kamol,2010a7:19-7:28

41.http://movie.mthai.com/movie-news/38363.html（2011年8月

3日最終アクセス）
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42.1050年代後半，中国からの移民で構成される住民約5名により，

縦 4m横 6mに及ぶ大型の中国式神社がナンロン市場内に建設

された。これを契機としてナンロンに参拝場所が誕生した。

（Thamonrasmi,2008,pp.22-23.）

43.ラーマ4世（在位1851-1868年）時代に政府によって設立され，

娯楽要素により重課税が行われ，多くの増収をもたらした（http:

//www.trang.go.th/cnb/p1-know04.htm 2011年 8月 29日最

終アクセス）ことから，ナンロンを活性化していた資源の一つで
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PracticeofSocialInclusionThroughCommunityArts:

ACaseStudyofNangLoengCommunity,Thailand

HiroyukiNOBUTO

ThepurposeofthispaperistopresentNangLoengCommunityasacasestudyof

acommunityadoptingartforsocialinclusionandtopresentaprocesswithinthe

communitywithaculturalresourcedbackground.Furthermore,thisresearchproves

theneedforcommunityleadersastheseactivitiesdevelop.

Acenturyago,watermarketsmovedontolandandthefirstlandmarketinBangkok

wasbornatNangLoeng.Lateron,movietheatres,commercialtheatresandbrothels

werebuiltandNangLoengbecameamajorentertainmentarea.AsaresultNang

Loeng・seconomygrewrapidly.However,afterWorldWarII,modernmarketsand

commercialfacilitieswerebuiltoneafteranotherinunexploredareasalongwiththe

developmentofroads.Therefore,NangLoenglostitspositionasaneconomicand

entertainmentcentreinBangkokandgraduallyfellintodecline.Itbecamethetarget

ofsocialexclusionsincepeopleofloweconomicmeansgraduallycameintothecity

andseveralareasinNangLoengturnedintoslums.

In2006,anartist,PreeyachanokKetsuwanenteredtheNangLoengcommunityand

startedtakinganinterestintherealityoftheslumsofNangLoeng.Severalartpro-

jectswerecontinuouslyorganizedwithherhelpandtheprogrammeswereaimedat

thechildrenoftheslums.Theseendeavoursinvolvednotonlyavarietyofresidents

fromtheareabutalsomanyartistsandsupportfromoutsideNangLoang.

In2010,alarge-scaledarteventemployingculturalresourcesfrom theareawas

successfullyorganisedwithbothoutsidersandinsiders.Theresident・scontribution

helpedtheregiongainmoreofaregionalidentityandhelpedalargenumberofThai

citizenstorealisethesocialvalueofculturalresourceswithinNangLoeng.Community

artactivitiesthatdevelopculturalresourcesarewidelyrecognisedasaidstothe

community;theseactivitiesstrivetoregeneratethroughsocialinclusionandmedia.

ThisconcepthasbeendevelopedasacasemodelinThailand.

Keyword：communityart,socialinclusion,NangLoengcommunity,culturalresource,

communityleader


